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ま え が き 
 
  社団法人電波産業会は、無線機器製造者、電気通信事業者、放送事業者及び利用者等の参加を得

て、各種の電波利用システムに関する無線設備に標準的な仕様等の基本的な要件を「標準規格」と

して策定している。 
  標準規格は、周波数の有効利用及び他の利用者との混信の回避を図る目的から定められる国の技

術基準と、併せて無線設備の適正品質、互換性の確保等、無線機器製造者及び利用者の利便を図る

目的から策定される民間の任意基準をとりまとめて策定される民間の規格である。 
 
 本標準規格は、「小電力データ通信システムであるワイヤレス１３９４システムの無線設備」につ

いて策定されたもので、策定段階における公正性及び透明性を確保するため、内外無差別に広く無

線機器製造者、電気通信事業者、放送事業者、試験機関、利用者等の利害関係者の参加を得た当会

の規格会議の総意により策定されたものである。 
 本標準規格で規定する無線設備は、電波法施行規則第 6 条第 4 項第 4 号に規定される小電力デー

タ通信システムの無線局の無線設備のうち、屋内において 5,180MHz，5,200MHz，5,220MHz，
5,240MHz，5,260MHz，5,280MHz，5,300MHz 若しくは 5,320MHz の電波を使用するもの又は

航空機内において 5,180MHz，5,200MHz，5,220MHz 若しくは 5,240MHz の電波を使用するもの

（ただし、経過措置のため、当分の間、屋内において 5,170MHz，5,190MHz，5,210MHz 若しく

は 5,230MHz の電波を使用するものを含む。）である。 

 
本標準規格が、無線機器製造者、試験機関、利用者等に積極的に活用されることを希望する。 

 
 
注意： 

  本標準規格には、本標準規格に係る必須の工業所有権に関して特別の記述は行われていないが、

当該必須の工業所有権の権利所有者は、「本標準規格に係る工業所有権である別表に掲げる権利は、

別表に掲げる者の保有するところであるが、本標準規格を使用する者に対し、適切な条件の下に、

非排他的かつ無差別に当該別表に掲げる権利の実施を許諾する。ただし、本標準規格を使用する者

が、本標準規格で規定する内容の全部又は一部が対象となる必須の工業所有権を所有し、かつ、そ

の権利を主張した場合、その者についてはこの限りでない。」旨表明している。 
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別表（１／２） 

  (第２号選択) 

特許出願人 発明の名称 出願番号等 備考 
無線通信システム、送信装置、無線通

信制御装置、受信装置、ならびに無線

通信方法 

特開平 11-74886  

無線通信システム 特開平 11-74861  

送信装置、受信装置及び通信システム

並びに通信方法 
特開平 11-196070  

無線通信方法、無線通信装置及び無線

通信制御装置 
特開平 11-215135  

無線伝送方法及び無線伝送装置 特開平 11-215136  

ポーリング制御方法、伝送制御装置及

び伝送装置 
特開平 11-252092  

通信制御方法及び伝送装置 特開平 11-251992  

無線通信方法、無線通信システム、通

信局、及び制御局 
特開平 11-266254  

無線通信方法、無線通信システム、通

信局及び制御局 
特開平 11-266255  

無線通信方法及び無線通信システム 特開平 11-266256  

無線伝送方法 特開平 11-252090  

無線伝送方法 特開平 11-239114  

情報処理装置および方法、情報処理シ

ステムおよび方法、並びに提供媒体 
特開平 11-266236  

伝送装置及び伝送方法 特開平 11-355279  

伝送制御方法及び伝送装置 特開2000-151641  

ネットワークシステム、通信装置及び

通信制御方法 
特開2000-151618  

無線伝送方法及び無線伝送装置 特開2000-278280  

無線伝送方法、無線伝送装置、有線伝

送方法、有線伝送装置及び伝送装置 
特願平 11-285745  

無線ネットワークにおけるアクセス

制御方法と無線伝送装置 
特願 2000-22883  

ソニー(株) 

無線伝送方法及び無線伝送装置 特願平 11-374728  
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別表（２／２）                                                                                        

(第２号選択) 

特許出願人 発明の名称 出願番号等 備考 
無線通信装置、無線通信システムおよ

びその方法 
特願平 11-330006  

無線通信システム 特願平 11-330731  

無線通信システム及びその通信方法 特願平 11-330741  

通信システムおよびその方法と通信

装置 
特願平 11-328831  

無線通信システムおよびその方法と

無線通信装置 
特願平 11-348058  

無線伝送方法及び無線伝送装置 特願 2000-38490  

無線伝送方法及び無線伝送装置 特願 2000-82317  

無線伝送方法及び無線伝送装置 特願 2000-81821  

無線通信装置および方法、並びに媒体 特願2001-500497  

伝送制御方法および伝送制御装置 特願2000-155029  

無線伝送方法及び無線伝送装置 特願2000-227351  

無線伝送方法及び無線伝送装置 特願2000-234571  

無線ネットワークシステムにおける

情報変換方法と情報伝送方法と情報

伝送装置 

特願2000-280182  

無線伝送制御方法、無線伝送制御装置

および無線伝送装置 
特願2000-246398  

無線伝送方法及び無線伝送装置 特願2000-269722  

データ変調方法及びデータ変調装置

並びに通信装置 
特願 2000-311736  

ソニー(株) 

ネットワークシステム、通信装置及び

通信方法 
特願2000-359729  

シャープ(株) 
＊1) 

ブロードキャスト通信方式およびそ

の送受信側端末 
特願平 8-032596  

＊1) ARIB STD-T72 1.0 版より有効（平成 13 年 9 月 27 日提出） 
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 ◆第 1 章から第 9 章までは、規定と規格を記述している。 
◆第 10 章には、規格に対応する測定法を記述している。 
◆第 11 章には、定義と略語を記述している。 
◆付録には、ワイヤレス 1394 に関する解説を記述している。 
◆本標準規格の無線設備に関する技術的条件等については関連規則を付記している。 

  カッコ内の法令略語は、次による。 
           法  ：電波法 
         省  令：平成 12 年以前は郵政省令、平成 13 年以降は総務省令 
                  告  示：平成 12 年以前は郵政省告示、平成 13 年以降は総務省告示 
                  施  行：電波法施行規則 
         設  備：無線設備規則 
         技  適：特定無線設備の技術基準適合証明等に関する規則 
         端  末：端末設備等規則 
         端末技適：端末機器の技術基準適合認定等に関する規則 

 
 

本書の記述方法について 
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